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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
東急電鉄の城石と申します。
当社は、鉄道事業者として、利用者のオフピーク通勤を促進するとともに、社員のワークスタイルイノベーションを進め、スムーズビズに取り組んで参ります。
（92字）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
初めに当社の路線についてご説明します。

当社は、東京都西南部および神奈川県において、計８路線の旅客輸送を行っております。

右下に示しました通り、当社の年間輸送人員は、東京都市圏の人口増加、相互直通運転などの鉄道ネットワーク強化を推進してきた結果、２０１８年度は過去最高を更新し、年間１１億８千万人を突破いたしました。
東京圏の鉄道輸送人員は今後も比較的好調に推移すると見込まれておりますが、一方で朝ラッシュ時の混雑や遅延については、これまで以上に大きな課題になっており、引き続き、混雑・遅延の解消に取り組んで参ります。
（256字）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
テレワークデイズ、スムーズビズ推進期間中、鉄道利用者への取り組みとして、オフピーク乗車やテレワークを促進する取り組みを強化します。

７月２２日（月）～３１日（水）の８日間、東横線、田園都市線で早朝時間帯に、時差ビズライナー、時差ビズ特急を運行します。
また、一人でも多くの方にピーク前乗車に取り組んでいただくために、こちらの特別列車にご乗車いただくと、アイスクリームやレモネード等の特典がもれなく貰えるキャンペーンを実施します。

その他にも、テレワーク促進のため、当社が運営するサテライトオフィス「NewWork」の利用でポイントが２倍貯まるキャンペーン、オフピーク乗車の特典として東急線アプリで約３０種類のクーポンを配信する取り組み、そして、二子玉川でのスムーズビズ応援 朝活講座を開催いたします。

このような取り組みを通じて、鉄道利用者のオフピーク乗車を促進いたします。
（372字）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当社のワークスタイルの取り組みにつきましては、従前の「夏期間のみ実施していたサマータイム、ノーネクタイ」といった働き方から、通年で、各社員が職務・環境に合わせ時間・場所などの自由度を高めた働き方が、浸透してきております。

これらを踏まえ、本期間中の取り組みとしては、
①分散出社、特に7時30分始業「アーリーワーク」の推奨による「時差ビズ」推進
②シェアオフィス勤務の推奨、トライアルでの在宅勤務の拡大などによる「テレワーク」推進
③夏休みの連続休暇やワーケーションと延泊休暇といった「休暇取得」の推奨
④会議、イベントの削減
を実施いたします。

これらの具体的な施策を含めたアクションプランを作成しており、全社での実施を呼びかけています。
当社は、本取り組みを来年2020年大会開催期間の対応につなげるとともに、全社員・各職場に最適なワークスタイルを浸透させてまいります。
（373字）
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